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＜連絡事項＞
・新型コロナ感染症拡大に伴い、高齢通所・リハのサービス利用前の検査サポートは中止となる。
・定期心電図実施。（患者13名）
＜患者様連絡事項＞
・会津　慮子様～ご家族（娘）へ伴内科受診の必要性について説明。家族対応は拒否され
スタッフ付添いの公共機関はバス利用要望あり。感染症流行時季のため、
公共機関の要望については対応し兼ねる事説明し了承される。受診日が
決まり次第、再度連絡する事お伝えし終話。
＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～

スタッフへの妄想・逸脱行為なく経過。余暇時間は適度に他者交流もみられ表情・口調穏やか。
・小豆畑裕介様～11：00本人希望により不穏・興奮時コントミン25㎎1T内服。　　　　以降も断続的に幻聴・思考化声に伴う独語・表情の硬さあり。眠気残存している様子だが、 日課やプログラムへの支障なく経過して　いる。
・太田　富夫様～食事中、急に泣き出す場面あり。誘因としては「女性と手が繋げず人生終わるのか」 「惨めだ」との事。傾聴以降 感情コントロール不良となる場面ないが、 介入にはやや口調荒く表情も硬い。性的　逸脱行為なく経過。
＜皮膚科診察＞
・畑中　成夫様～漸次軽快。同前処置。
・角濱　義弘様～漸次軽快。同前処置。　Rpロコイド軟膏1本
・神田　直樹様～特変なし。同前処置。
Rp①尿素クリーム1本　②アズノール軟膏1本
・田中　文男様～漸次軽快。同前処置。
・小笠原文人様～鼻口～鼻唇部びらん・痂疲：膿皮症　Rpテラマイシン軟膏1本

その他、特変なし。
・坂本　福子様～特変なし。同前処置。
・阿部　文香様～漸次軽快。同前処置。
・三浦みよ子様～乾燥・落屑（＋）　同前処置。
・太田　富夫様～特変なし。同前処置。　Rpアズノール軟膏1本
・出河　攻　様～特変なし。同前処置。
・五日市　規様～稍軽快。同前処置。
・民部田和哉様～鼻口部軽度発赤。
両口角部発赤・びらん。　Rpテラマイシン軟膏1本
＜深澤Dr担当患者様検討＞
・五日市　規様～精神面著変なし。障害支援区分4との通知ありPSWよりGH「まち　　　なか」へ情報提供し退院日等調整中。（年明けの見込み）
・下妻　康貴様～精神面著変なし。PSWより精神障害者保健福祉手帳の更新手続き済み。
GH選定をすすめていく。本人、眼科受診の希望あり調整中。
・平　京子　様～精神面著変なし。アパート解約について了承されたため、PSWより　　不動産会社へ連絡済み。生保担当者と共に1月末頃には退居手続きが完了するようすすめていく予定。
　　　　　　　　本人としては、家財道具の処分について拒否的であり「ここじゃない日本に行けば保証人が要らないアパートもある」と現実検討も乏しい。
　　　　　　　　精神面に配慮し手続きをすすめていく。
＜SSTミーティング＞
◎月間目標の設定については下記事項に注意してスタッフも介入・検討して下さい。
・個々の能力に応じた目標設定（目標が固定化されている傾向）
・月末の自己評価で達成度が80％以上の場合、次月は別の目標を検討・設定
・目標に対する具体的取組みの明確化→新しい書式を使用して下さい
※新しい書式：SST→SST目標シート→新カード

◎毎週の流れ
・目標に対する前週のモデリングのみではなく、体操・レクリエーション・ロール
　プレイなども実践して下さい。
※病棟勉強会の資料を各自再確認するようにして下さい。
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※合計点数が８０点以上だった場合、次の月は別の目標を立ててみましょう！！！
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